
近年の海況条件に対応した
赤潮予察技術の開発

兵庫県立農林水産技術総合センター
水産技術センター

【背景・目的・成果】
以前よりも発生件数や規模は縮小傾向にありますが、現在でも毎年のように有害な赤潮が発生し、
魚貝類養殖やノリ養殖への大きな脅威となっています。赤潮による漁業被害を未然に防止し、その
被害を軽減するためには、赤潮の監視・発生予察情報を参考にした適切な養殖管理が有効です。

そこで、

①夏季の有害赤潮（シャットネラ赤潮）と、
②冬季の珪藻赤潮（ユーカンピア赤潮）

を対象として、近年の海況条件に対応した
赤潮発生予察技術を開発しました。

【技術の活用】 精度の高い赤潮発生予察情報を関係機関等に提供することにより、漁業被害の未
然防止や被害軽減に役立てます。また、今後も赤潮の監視を続けることにより、海の様子の変化や
新規赤潮種の発生にいち早く対応するとともに、予察技術の高度化を進めていきます。

ユーカンピア赤潮の発生パターン解析

ユーカンピア赤潮は数ヶ月にも及ぶ場合がありま
す。初期の増殖条件だけではなく、季節風や海水
の密度の条件等により、毎年の赤潮の拡がり方が
異なることなどを明らかにしました。

図２. ユーカンピア赤潮の発生状況整理例
（AA：大量発生、B：局所発生または非発生）

シャットネラ赤潮の発生状況の変化

近年、瀬戸内海の海の様子（水温や栄養塩濃度
等）が大きく変化し、シャットネラ赤潮の発生傾向に
も変化が生じていることがわかりました。そこで、最
近の海洋条件に適合した解析を進めました。
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図１. シャットネラ赤潮の月別発生頻度
（瀬戸内海東部）

発生予察技術の開発

シャットネラ赤潮の発生年は、５～６月
の水温や降水量、競合種（珪藻類）の細
胞密度等の環境要因に特徴があること
がわかりました。

また、ユーカンピア赤潮の発生には、
晩秋の栄養塩濃度や冬期の日照時間、
季節風等が関係していることが明らかに
なりました。

統計学的な解析や数値計算により、こ
れらの赤潮の発生（発生年or非発生年）
を事前予察することが可能となりました。

図３. ユーカンピア赤潮の発生予察と的中例
（発生しやすさ・しにくさを指標化して予察しています）

写真. 数十分の１ミリメートルサイズの赤潮プランクトン
左：シャットネラ 右：ユーカンピア（群体）

発生時期が
早まった！
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